
程
伊
川
の
思
想
に
お
け
る
〈
養
気
〉
を
め
ぐ
っ
て

小
笠
　
智
章

は

じ
め
に

　
程
願

（伊

川
、
字
正
叔
、
一
〇
三
三
～
一
一
〇
七
年
）
の
修
養
論
の
中
心
は
〈
居
敬
〉
と
〈
窮
理
〉
と
に
あ
る
。
勿
論
、
彼
も

『
孟

子
』
に
言
う
〈
養
気
〉
を
疎
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
性
善
」
に
至
る
た
め
の
修
養
法
と
し
て
は
、
結
局
は
〈
窮

理
〉
重
視
で
あ
っ
た
。
彼
の
思
想
に
於
い
て
〈
養
気
〉
が
決
定
的
な
修
養
法
と
成
り
得
な
か
っ
た
に
つ
い
て
は
、
張
載
（
横
渠
、
字

子

厚
、
一
〇
二
〇
～
一
〇
七
七
年
）
の
思
想
と
の
交
渉
が
深
く
影
を
落
と
し
て
い
る
。
伊
川
の
「
気
」
論
の
特
徴
は
『
遺
書
十
五
』

（
入
関

語

録
・
一
〇
八
〇
年
）
に
ほ
ぼ
出
揃
っ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
そ
こ
に
窺
え
る
、
「
気
」
を
形
而
下
の
も
の
と
し
、
生
生
不
窮

と
し
、
又
そ
の
存
在
論
的
本
源
を
想
定
し
な
い
、
な
ど
の
特
徴
は
、
張
載
の
太
虚
ー
万
物
間
の
気
の
聚
散
の
循
環
を
説
く
「
太
虚
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

論
へ
の
反
発
か
ら
言
明
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
反
発
は
『
遺
書
十
五
』
以
後
の
伊
川
の
思
想
全
体
の
深
化
に
あ
る
方
向
を
与

え

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
主
に
『
遺
書
十
五
』
以
後
の
伊
川
の
修
養
論
を
、
特
に
〈
養
気
〉
〈
変
化
気
質
〉
を
軸
に
、
張
載
の
思
想
と
の
関
連
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（
2
）

と
い
う
思
想
形
成
史
的
観
点
か
ら
探
り
、
さ
ら
に
「
性
即
理
」
の
意
味
を
修
養
論
の
側
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

　
テ
キ

ス

ト
に
は
中
華
書
局
『
二
程
集
』
（
北
京
、
一
九
八
一
）
、
中
華
書
局
『
張
載
集
』
（
北
京
、
一
九
七
八
）

な

引
用
に
は
番
号
を
付
し
、
引
用
中
の
略
は
「
：
…
・
」
で
示
し
た
。

を
用
い
た
。
主
要

〈養
気
〉
の
基
本
的
位
置
付
け
と
〈
敬
〉

　
ま
ず
、
煕
寧
二
年
（
一
〇
六
九
）
の
『
再
答
横
渠
先
生
書
』
を
見
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

①

（張
載

の
）
云
ふ
所
に
「
孟
子
曰
く
『
必
ず
事
む
る
有
り
て
心
に
正
て
す
る
勿
れ
、
忘
る
る
勿
れ
助
長
す
る
勿
れ
』
と
。
此
れ

　
　
信
な
る
か
な
、
入
神
の
奥
な
り
。
若
し
思
慮
を
以
て
之
を
求
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
是
れ
既
に
已
に
自
ら
其
の
心
を
神
な
ら
ざ
る

　
　
に
累
す
。
悪
ん
ぞ
得
て
之
を
求
め
ん
や
」
と
あ
り
。

　
　
頸
以

為
ら
く
、
事
む
る
所
有
れ
ば
、
乃
ち
思
慮
有
る
な
り
。
思
慮
無
く
ん
ば
則
ち
事
む
る
無
し
。
孟
子
の
是
の
言
、
方
に
養
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は

　
　
の
道
是

く
の
如
く
な
る
を
言
ふ
。
何
ぞ
遽
か
に
神
に
及
ば
ん
や
。
気
完
け
れ
ば
則
ち
理
正
し
。
理
正
し
け
れ
ば
則
ち
私
な
ら
ず
。

　
　
不

私
の
至
り
則
ち
神
な
り
。
養
気
よ
り
此
に
至
る
ま
で
猶
ほ
遠
し
。
駿
か
に
は
同
語
す
べ
か
ら
ず
。
孟
子
を
以
て
之
を
観
れ
ば
、

　
　
自
ら
其
の
次
第
を
見
る
な
り
。

張
載
は
孟
子
の
言
葉
を
「
入
神
之
奥
」
と
解
し
た
。
「
太
虚
」
を
「
気
の
本
体
」
、
気
が
聚
ま
っ
て
現
れ
る
も
の
・
現
象
を
「
客
形
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

（仮
の

形

態
）
と
規
定
し
、
太
虚
の
状
態
と
そ
の
気
の
聚
散
と
を
〈
神
〉
ー
〈
化
〉
と
い
う
体
用
関
係
で
捉
え
、
「
人
も
亦
太
虚
よ
り

出
づ
。
太
虚
は
心
の
実
な
り
。
」
（
『
語
録
』
中
）
と
言
う
張
載
の
思
想
か
ら
す
る
と
、
「
入
神
」
と
は
、
心
を
気
の
本
来
態
で
あ
り
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（
5
）

「
性
之

淵
源
」
で
あ
る
「
太
虚
」
の
状
態
に
す
る
こ
と
、
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
は
、
張
載
は
孟
子
の
〈
養
気
〉
を
聖
人
に
至
る

道
と
認
め
る
の
で
あ
る
。

　
伊
川

は

こ
れ
を
、
〈
養
気
〉
は
「
気
完
」
ま
で
で
、
そ
こ
か
ら
心
の
「
神
」
な
る
状
態
ま
で
に
は
、
更
に
「
理
正
」
と
「
不
私
」

と
い
う
要
件
が
残
さ
れ
て
い
る
、
と
批
判
す
る
。
伊
川
に
と
っ
て
〈
養
気
〉
は
、
修
養
上
張
載
が
考
え
る
ほ
ど
の
絶
対
的
な
意
義
を

有
す

る
方
法
で
は
な
い
。

　
継
い
で
、
張
載
没
（
↓
〇
七
七
年
）
後
間
も
な
い
一
〇
八
〇
年
（
元
豊
三
）
の
『
遺
書
十
五
』
（
入
関
語
録
）
に
は
〈
敬
〉
が
登

場
す
る
が
、
実
は
〈
敬
〉
は
『
再
答
』
で
の
張
載
批
判
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
次
の
資
料
は
、
張
載
の
弟
子
で
あ

り
　
師
の
没
後
二
程
に
師
事
し
た
呂
大
臨
の
「
思
慮
紛
擾
の
患
」
の
悩
み
へ
の
解
答
と
な
っ
て
い
る
。

②

人

心
万
物

に
交
感
せ
ざ
る
能
は
ず
、
亦
た
之
を
し
て
思
慮
せ
ざ
ら
し
む
る
を
為
し
難
し
。
若
し
此
を
免
れ
ん
と
欲
せ
ば
、
唯
だ

　
　
是
れ
心
に

主
有

る
の
み
。
如
何
に
か
主
を
為
す
。
敬
の
み
。
主
有
れ
ば
則
ち
虚
な
り
。
虚
と
は
邪
の
入
る
能
は
ざ
る
を
謂
ふ
。

　
　
主
無

く
ん
ば
則
ち
実
な
り
。
実
と
は
物
の
来
り
て
之
を
奪
ふ
を
謂
ふ
。
…
…
若
し
敬
を
主
と
せ
ば
、
又
焉
ん
ぞ
此
の
患
有
ら
ん

　
　
や
。
所
謂
敬
と
は
、
一
を
主
に
す
る
を
之
れ
敬
と
謂
ふ
。
所
謂
一
と
は
、
適
く
無
き
を
之
れ
一
と
謂
ふ
。
…
…
但
だ
此
の
酒
養

　
　
を
存
せ
ば
、
之
を
久
し
く
し
て
自
然
に
天
理
明
ら
か
な
り
。
（
『
遺
書
十
五
』
）

〈
敬
〉
と
い
う
主
が
あ
れ
ば
、
心
は
「
虚
」
と
な
り
邪
念
の
入
る
余
地
は
な
く
な
り
、
思
慮
紛
擾
の
患
は
無
く
な
る
、
と
い
う
。

〈
敬
〉
は
思
慮
の
「
紛
擾
」
を
去
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
決
し
て
「
思
慮
」
を
否
定
し
去
ろ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
伊

川
は
「
聞
見
知
思
」
や
「
思
慮
」
の
否
定
は
老
子
の
「
絶
聖
棄
智
」
（
第
十
九
章
）
や
仏
家
の
「
坐
禅
入
定
」
に
つ
な
が
る
と
指
摘

し
て
い
る
（
同
）
。
先
の
『
再
答
』
に
窺
え
る
張
載
の
考
え
は
、
「
思
慮
」
を
越
え
て
一
挙
に
「
神
」
な
る
状
態
に
達
し
よ
う
と
い
う
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も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
れ
を
〈
虚
心
〉
と
表
現
し
て
い
る
。
対
し
て
「
事
む
る
所
有
れ
ば
、
乃
ち
思
慮
有
る
な
り
」
と
張
載
を
批

判
し
た
伊
川
は
、
「
思
慮
」
の
立
場
に
踏
み
止
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
〈
敬
〉
は
「
思
慮
」
あ
る
現
実
の
心
か
ら
す
る
修
養
の
出
発

点
で
あ
る
。

　
そ

し
て
、
〈
敬
〉
は
〈
養
気
〉
の
前
提
と
さ
れ
る
。

③

一
を
主
に
し
て
適
く
無
く
、
敬
以
て
内
を
直
く
す
れ
ば
、
便
ち
浩
然
の
気
有
り
。
（
『
遺
書
十
五
』
）

④

「
必
ず
事
む

る
有
り
」
と
は
、
必
ず
事
と
す
る
所
有
る
を
謂
ふ
。
是
れ
敬
な
り
。
「
正
て
す
る
勿
れ
」
と
は
、
之
を
正
て
す
る

　
　
の
軽

き
を
言
ふ
と
為
す
。
「
忘
る
る
勿
れ
」
と
は
、
是
れ
敬
な
り
。
之
を
正
て
す
る
の
甚
だ
し
き
は
、
遂
に
助
長
に
至
ら
ん
。

　
　
（
同
）

伊
川
は
〈
敬
〉
を
『
孟
子
』
の
〈
養
気
〉
の
解
釈
上
に
、
し
か
も
、
先
に
確
認
し
た
『
再
答
』
で
の
張
載
批
判
の
延
長
線
上
に
、
逆

に

〈養
気
〉
を
取
り
込
む
形
で
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

勿
論
、
〈
敬
〉
は
〈
養
気
〉
の
前
提
と
し
て
の
み
登
場
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
〈
敬
〉
は
「
之
を
久
し
く
し
て
自
然
に
天
理
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ら
か
な
」
る
工
夫
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
伊
川
の
繰
り
返
し
言
う
所
で
あ
る
。
『
遺
書
十
五
』
で
は
已
に
『
大
学
』
の
「
致
知
格
物
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
『
易
』
の
「
窮
理
」
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
前
後
の
元
豊
中
（
一
〇
七
八
～
八
五
）
の
記
事
と
さ
れ
る
『
遺
書
三
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

（謝
顕
道
記
憶
平

日
語
）
に
は
「
致
知
が
出
来
な
が
ら
敬
で
な
い
者
は
い
な
い
。
」
な
ど
の
言
葉
も
見
え
る
。
つ
ま
り
〈
敬
〉
は
〈
窮

理
〉
に
も
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

『
再

答
』
で
は
、
〈
養
気
〉
に
よ
る
「
気
完
」
か
ら
心
の
「
神
」
な
る
状
態
ま
で
の
間
に
、
「
理
正
」
と
「
不
私
」
が
要
件
と
し
て

残

さ
れ
て
い
た
。
〈
敬
〉
は
、
「
敬
す
れ
ば
則
ち
自
ら
虚
静
な
り
。
」
（
『
遺
書
十
五
』
）
と
言
う
よ
う
に
、
主
の
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
邪
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（
9
＞

念
の

入

ら
ぬ
心
の
「
虚
」
な
る
状
態
、
「
不
私
」
の
状
態
で
あ
る
が
、
勿
論
、
〈
養
気
〉
（
気
完
）
の
後
に
位
置
付
け
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
『
再
答
』
で
は
、
張
載
を
批
判
す
る
た
め
に
、
彼
の
文
脈
に
従
っ
て
「
気
完
」
の
後
に
「
理
正
」
「
不
私
」
を
置
き
、
い
か

に
も
〈
養
気
〉
（
気
完
）
が
修
養
の
出
発
点
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
伊
川
の
主
意
は
、
〈
養
気
〉
だ
け
で
は
修
養
と
し
て
不

十
分

で

あ
り
、
「
理
」
「
不
私
」
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
遺
書
十
五
』
で
は
、
修
養
は
現
実
の
心
か

ら
出
発
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
〈
敬
〉
（
不
私
）
を
根
本
と
し
、
そ
の
上
に
〈
養
気
〉
と
〈
窮
理
〉
と
を
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

実
は
こ
こ
に
、
次
章
に
述
べ
る
〈
養
気
〉
の
修
養
論
に
於
け
る
意
義
の
揺
れ
が
兆
し
て
い
る
。

〈変
化
気
質
〉
論
へ
の
接
近
と
乖
離

　

『
遺
書
十
五
』
で
は
、
「
浩
然
の
気
は
」
と
そ
の
道
義
性
を
強
調
す
る
経
典
解
釈
的
態
度
が
強
く
、
「
養
気
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
、
　
一
〇
九
〇
年
代
の
記
事
と
考
え
ら
れ
る
『
遺
書
十
八
』
で
は
、
「
養
気
」
の
語
を
以
て
言
及
す
る
こ
と

が

多
く
な
る
。
同
時
に
、
「
気
の
清
濁
」
と
い
う
観
点
を
取
り
入
れ
て
、
存
在
把
握
と
い
う
点
で
緻
密
に
な
り
、
又
「
性
即
理
」
や

脱

然
貫
通
な
ど
、
人
性
論
・
修
養
論
に
於
い
て
も
伊
川
の
思
想
の
深
化
が
窺
え
る
。
そ
し
て
又
伊
川
の
修
養
論
に
張
載
の
〈
変
化
気

質
〉
論
へ
の
接
近
が
現
れ
る
。

　
伊

川
は
一
〇
八
六
年
、
講
官
時
の
「
論
経
莚
第
一
筍
子
」
な
ど
に
お
い
て
、
既
に
「
気
質
変
化
」
「
酒
養
気
質
」
と
い
う
語
を
用

　
　
　
〔
1
0
）

い

て
い

る
。
『
遺
書
十
八
』
に
『
論
経
錘
第
一
笥
子
』
を
回
想
し
た
記
事
が
あ
る
。

⑤

人
の
語
言
緊
急
な
る
は
、
是
れ
気
の
定
ま
ら
ざ
る
莫
し
や
否
や
。
曰
く
、
此
れ
亦
当
に
習
な
る
べ
し
。
習
ひ
て
言
語
の
自
然
に
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緩
や
か

な
る
に
到
る
時
は
、
便
ち
是
れ
気
質
変
ず
る
な
り
。
学
び
て
気
質
の
変
ず
る
に
至
つ
て
、
方
め
て
是
れ
功
有
り
。
人
は

　
　
只
だ

是

れ
↓
箇
の
習
な
り
。
今
儒
臣
を
観
れ
ば
自
ら
一
般
の
気
象
有
り
、
武
臣
自
ら
一
般
の
気
象
有
り
、
貴
戚
自
ら
↓
般
の
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
し

　
　
象
有

り
。
生
来
便
ち
此
く
の
如
き
を
成
さ
ず
。
只
だ
是
れ
習
な
り
。
某
旧
嘗
て
説
を
主
上
及
び
太
母
に
進
め
、
上
を
し
て
一
日

　
　
の

中
に
於
て
賢
士
大
夫
に
親
し
む
の
時
多
く
、
宙
官
宮
人
に
親
し
む
の
時
少
な
か
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
気
質
を
酒
養
し
、
徳
性

　
　
を
薫
陶
す
る
所
以
な
れ
ば
な
り
、
と
。

習
慣
に
よ
っ
て
「
気
象
」
（
気
性
・
性
向
・
性
格
）
が
変
わ
る
の
は
、
「
気
質
」
が
変
化
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
人
の

「
気
象
」
に
及
ぼ
す
「
習
（
習
慣
こ
の
影
響
の
大
き
さ
に
注
目
し
て
、
「
気
質
」
を
変
化
さ
せ
得
る
も
の
と
し
て
論
じ
て
い
る
が
、

伊
川

が
第
一
に
考
え
て
い
る
の
は
や
は
り
「
学
」
で
あ
ろ
う
。
『
遺
書
十
八
』
に
言
う
。

⑥

問
ふ
、
人
日
々
万
言
を
諦
し
、
或
は
技
芸
に
妙
絶
な
る
有
り
。
此
れ
学
ぶ
べ
き
や
否
や
、
と
。
曰
く
、
不
可
な
り
。
大
凡
そ
受

　
　

く
る
所
の
才
、
勉
強
を
加
ふ
と
錐
も
、
止
だ
少
し
く
進
む
べ
き
の
み
に
し
て
、
鈍
な
る
者
は
利
な
ら
し
む
べ
か
ら
ず
。
惟
だ
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
だ

　
　

と
し
て
進
む
べ
し
。
除
是
学
を
積
む
こ
と
既
に
久
し
く
、
能
く
気
質
を
変
じ
得
て
の
み
、
乃
ち
愚
必
ず
明
に
、
柔
は
必
ず
強
と

　
　
な
る
。
…
…
と
。

抜
群
の
記
憶
力
と
か
妙
絶
な
技
芸
と
い
っ
た
「
才
」
は
な
か
な
か
習
得
で
き
な
い
が
、
た
だ
「
学
に
よ
る
気
質
の
変
化
」
と
い
う
根

本
的
な
変
化
が
あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
道
は
開
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　

『
程
氏
遺
書
』
に
お
け
る
「
気
質
」
の
用
例
は
、
「
気
質
之
性
」
の
一
例
（
注
1
8
参
照
）
を
含
め
て
も
、
僅
か
に
六
と
少
な
い
が
、

こ
の
よ
う
に
「
変
化
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
「
気
質
」
の
語
は
、
「
性
善
」
、
と
「
気
の
清
濁
」
に
よ
る
現
実
の
差
別
相
の
説
明
、
加

え

て
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⑦

此
れ
只
だ
是
れ

気
質
の
性
を
言
ふ
の
み
。
俗
に
性
急
性
緩
と
言
ふ
が
如
き
の
類
、
性
安
ん
ぞ
緩
急
有
ら
ん
。
此
に
性
と
言
ふ
は
、

　
　
生
を
之
れ
性
と
謂
ふ
な
り
。
（
『
遺
書
十
八
』
）

に
見
ら
れ
る
、
「
性
」
（
性
之
本
）
と
「
気
質
の
性
」
（
所
稟
之
性
）
と
へ
の
「
性
」
の
区
別
（
後
述
）
、
と
い
っ
た
捉
え
方
を
併
せ
考

え

る
と
、
張
載
の
そ
れ
同
様
に
「
気
が
聚
ま
っ
て
形
を
な
し
、
性
を
疎
外
す
る
も
の
」
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
次
の

資
料
は
、
『
論
語
』
陽
貨
の
「
唯
上
智
与
下
愚
不
移
」
を
論
じ
た
『
遺
書
十
八
』
の
も
の
で
あ
る
。

⑧

問
ふ
「
人
の
性
は
本
と
明
ら
か
な
る
に
、
何
に
因
り
て
か
蔽
は
る
る
有
る
」
と
。
曰
く
、
「
…
…
性
に
不
善
無
し
。
而
し
て
不

　
　
善
有
る
者
は
才
な
り
。
性
は
即
ち
是
れ
理
、
理
は
則
ち
尭
舜
よ
り
塗
人
に
至
る
ま
で
、
一
な
り
。
才
は
気
よ
り
稟
く
。
気
に
清

　
　
濁

有
り
。
其
の
清
を
稟
く
る
者
は
賢
と
為
り
、
其
の
濁
を
稟
く
る
者
は
愚
と
為
る
」
と
。
又
問
ふ
、
「
愚
は
変
ず
べ
き
や
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
や
」
と
。
曰
く
、
「
可
な
り
。
孔
子
『
上
智
と
下
愚
と
は
移
ら
ず
』
と
謂
ふ
も
、
然
る
も
亦
移
る
べ
き
の
理
有
り
。
惟
だ
自
暴
　
　
9
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
自
棄
す
る
者
の
み
、
則
ち
移
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
曰
く
、
「
下
愚
の
自
暴
棄
す
る
所
以
の
者
は
、
才
か
」
と
。
曰
く
、
「
固
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ

　
　
是
な
り
。
然
る
も
却
て
『
佗
移
る
べ
か
ら
ず
』
と
道
ふ
は
得
ず
。
性
は
只
だ
一
般
、
登
に
移
る
べ
か
ら
ざ
ら
ん
。
却
て
他
の
自

　
　
暴

自
棄
を
被
り
て
、
肯
へ
て
学
に
去
か
ず
、
故
に
移
る
こ
と
得
ず
。
肯
へ
て
学
ば
し
む
る
時
に
は
、
亦
移
る
べ
き
の
理
有
り
」
と

　
　
亘
゜

賢
愚
の

「
才
」
の
原
因
は
「
気
」
の
清
濁
に
求
め
ら
れ
る
。
愚
才
は
「
性
」
の
善
に
対
し
て
は
不
善
で
あ
る
。
そ
の
不
善
の
「
才
」

を
持
っ
た
「
下
愚
」
も
、
自
暴
自
棄
に
な
ら
な
い
限
り
は
「
上
智
」
即
ち
聖
人
へ
と
移
る
こ
と
が
出
来
る
。
愚
者
の
「
性
善
」
を

「
性
は

只

だ
一
般
、
豊
に
移
る
べ
か
ら
ざ
ら
ん
」
と
保
証
し
、
そ
の
「
性
善
」
を
蔽
っ
て
不
善
・
愚
な
ら
し
む
る
原
因
を
、
詰
ま
る

と
こ
ろ
「
気
の
濁
」
に
求
め
る
。
こ
の
よ
う
な
存
在
把
握
の
枠
組
み
に
於
い
て
は
、
そ
の
「
気
の
濁
」
・
不
善
を
去
る
と
い
う
修
養



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
3
）

法
の
登
場
は
、
論
理
的
趨
勢
で
あ
る
。
伊
川
も
〈
養
気
〉
〈
変
化
気
質
〉
を
そ
の
よ
う
な
工
夫
と
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
こ
に
「
変
化
気
質
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
こ
と
、
「
肯
へ
て
学
ば
し
む
る
時
に
は
、
亦
移
る
べ
き
の
理
有
り
」
と
言
う
時
の

「
学
」
が
〈
変
化
気
質
〉
に
結
び
つ
く
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
4
）

　
続

く
一
一
〇
二
年
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
『
遺
書
二
十
二
上
』
の
次
の
例
で
も
、
や
は
り
〈
変
化
気
質
〉
に
触
れ
て
い
な
い
。

⑨

気

清
な
れ
ば
則
ち
才
善
、
気
濁
な
れ
ば
則
ち
才
悪
。
至
清
の
気
を
稟
得
し
て
生
ま
る
る
者
は
聖
人
と
為
り
、
至
濁
の
気
を
稟
得

　
　

し
て
生
ま
る
る
者
は
愚
人
と
為
る
。
…
…
夫
の
学
び
て
之
を
知
る
が
若
き
は
、
気
に
清
濁
と
無
く
、
皆
善
に
至
り
て
性
の
本
に

　
　

復
す
べ
し
。
所
謂
「
尭
舜
之
を
性
と
す
」
と
は
、
是
れ
「
生
知
」
な
り
。
「
湯
武
之
に
反
る
」
と
は
、
是
れ
「
学
び
て
之
を
知

　
　
　
　
⌒
1
5
）

　
　
る
」
な
り
。

こ
こ
で
「
気
の
清
濁
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
に
よ
っ
て
復
性
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
」
と
言
う
時
、
「
学
に
よ
る
変
化
気
質
」
の
方

向
は
論
理
的
趨
勢
と
し
て
そ
の
可
能
性
が
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
伊
川
は
そ
れ
に
言
及
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
し
か
も
こ
こ
に
言

う
「
復
性
」
の
た
め
の
「
学
」
と
は
、
「
学
び
て
之
を
知
る
」
方
向
で
あ
り
、
「
学
を
進
む
る
は
則
ち
致
知
に
在
り
」
（
『
遺
書
十

八
』
）
に
見
る
如
く
＜
窮
理
〉
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
張
載
で
は
、

　
　
学
を
為
す
の
大
益
は
、
自
ら
気
質
を
変
化
す
る
を
求
む
る
に
在
り
。
…
…
学
者
先
ず
須
ら
く
気
質
を
変
化
す
べ
し
。
気
質
を
変

　
　
化
す
る
と
心
を
虚
に
す
る
と
、
相
表
裏
す
。
（
『
経
学
理
窟
』
義
理
）

と
言
う
よ
う
に
、
「
学
に
よ
る
変
化
気
質
」
と
〈
虚
心
〉
と
が
修
養
の
大
き
な
柱
と
さ
れ
、
し
か
も
『
再
答
』
に
も
見
た
よ
う
に
、

〈養

気
V
と
〈
虚
心
〉
と
は
相
表
裏
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
伊
川
の
発
言
に
は
、
「
学
」
と
〈
変
化
気
質
〉
と
が
結
び
つ

く
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
彼
が
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
は
「
学
に
よ
る
変
化
気
質
」
で
は
な
く
、
「
学
（
窮
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理
）
に
よ
る
復
性
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ

こ
で
、
伊
川
の
最
終
的
な
説
明
を
見
て
み
た
い
。

⑩

人

の

性
は
本
と
善
、
革
む
べ
か
ら
ざ
る
者
有
る
は
何
ぞ
や
。
曰
く
、
其
の
性
を
語
れ
ば
則
ち
皆
善
な
り
。
其
の
才
を
語
れ
ば
則

　
　
ち
下
愚
の
移
ら
ざ
る
有
り
。
所
謂
下
愚
に
二
有
り
、
自
暴
な
り
、
自
棄
な
り
。
人
筍
く
も
善
を
以
て
自
ら
治
む
れ
ば
、
則
ち
移

　
　
る
べ
か
ら
ざ
る
者
元
し
。
昏
愚
の
至
と
難
も
、
皆
漸
磨
し
て
進
む
べ
き
な
り
。
（
『
易
伝
』
革
卦
上
六
）

『
易
伝
』
は
一
〇
九
九
年
に
一
旦
成
っ
た
後
も
、
伊
川
が
心
血
を
注
い
で
改
訂
し
続
け
、
死
の
直
前
に
弟
子
の
サ
惇
、
張
繹
に
授
け

　
　
　
　
⌒
1
6
）

た
自
著
で
あ
る
。
最
晩
年
の
、
し
か
も
自
著
で
あ
る
こ
と
の
意
味
は
重
い
。
こ
こ
で
は
最
早
伊
川
は
「
気
」
を
語
ら
な
い
。
か
ろ
う

じ
て
「
才
」
を
以
て
賢
愚
な
ど
の
差
別
相
を
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

三
　
　
「
才
」
と
「
気
質
」
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前
章
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
論
経
錘
節
子
』
以
降
、
伊
川
も
張
載
の
〈
変
化
気
質
〉
論
同
様
の
内
容
を
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
復

性
」
を
論
ず
る
時
に
は
〈
変
化
気
質
〉
を
表
舞
台
か
ら
退
け
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
姿
勢
は
「
才
」
と
い

う
言
葉
の
用
い
方
に
も
表
れ
て
い
る
。

　
伊
川

の

用

語
法

に
は
、
「
気
質
」
を
用
い
る
場
合
と
「
才
」
を
用
い
る
場
合
と
に
違
い
が
あ
る
。
「
変
化
気
質
」
を
言
う
場
合
に
は
、

「
気

質
」
が
「
気
の
清
濁
」
を
背
景
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
示
さ
れ
な
い
。
逆
に
引
用
⑧
の
よ
う
に
『
論
語
』
陽
貨
の
「
唯

上
智
与
下
愚
不

移
」
に
基
づ
い
て
、
存
在
の
差
別
相
の
原
因
か
ら
「
学
」
に
よ
っ
て
「
上
智
」
へ
移
る
べ
き
こ
と
ま
で
を
説
く
場
合



に
は
、
「
変
化
気
質
」
も
「
気
質
」
「
気
質
の
性
」
も
用
い
ら
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
張
載
の
論
に
お
け
る
「
気
質
」
「
気
質
の
性
」

に
相
当
す
る
位
置
に
は
、
「
才
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
清
濁
あ
る
「
気
」
よ
り
「
稟
」
け
た
賢
愚
の
「
才
」
に
不
善
の
原
因
を
求
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
才
」
は
ま
さ
し
く
張
載
の
言

う
所
の
「
気
質
」
「
気
質
之
性
」
の
位
置
を
占
め
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
の
引
用
⑥
に
見
る
よ
う
に
、
抜
群
の
記
憶
力
や
妙

絶

な
技
芸
と
い
っ
た
「
才
」
は
、
そ
の
ま
ま
「
気
質
」
「
気
質
之
性
」
の
別
名
で
は
な
い
。
「
才
能
」
「
資
質
」
「
う
ま
れ
つ
き
」
「
も

ち
ま
え
」
と
い
っ
た
一
般
の
用
法
そ
の
ま
ま
に
用
い
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
「
才
は
気
よ
り
稟
く
」
（
引
用
⑧
）
と
い
う
の
も
、
「
人
々

の

口
に
す
る
才
と
は
」
と
い
う
よ
う
に
、
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
を
「
性
善
」
や
「
気
の
清
濁
」
と
い
う
文
脈
中
に
位
置
づ

け
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
で
は

そ
れ
は

何
の

た
め
か
。
恐
ら
く
「
才
」
と
い
う
言
葉
の
も
つ
固
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。
引
用
⑥
で
は
、

技
芸

の

才
は

学
ぶ

こ
と
が
可
能
か
と
の
問
い
に
、
「
不
可
」
と
答
え
て
い
る
。
従
っ
て
「
才
」
は
、
「
復
性
」
の
た
め
に
は
消
極
的
・

否
定

的
な
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
「
自
暴
自
棄
」
に
な
ら
な
い
限
り
は
、
下
愚
も
「
学
」
に
よ
っ
て
上
智
へ
移
り
得

る

の

で
は

あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
「
自
暴
自
棄
］
に
つ
い
て
は

　
　
曰
く
、
下
愚
の
自
暴
棄
す
る
所
以
の
者
は
、
才
か
、
と
。
曰
く
、
固
よ
り
是
れ
な
り
。
（
前
出
⑧
『
遺
書
十
八
』
）

　
　
其

の

才
を
語
れ
ば
則
ち
下
愚
の
移
ら
ざ
る
有
り
。
所
謂
下
愚
に
二
有
り
、
自
暴
な
り
、
自
棄
な
り
。
…
…
唯
だ
自
暴
の
者
は
、

　
　
之

を
拒
み
て
以
て
信
ぜ
ず
、
自
棄
の
者
は
、
之
を
絶
ち
て
以
て
為
さ
ざ
る
の
み
。
聖
人
与
に
居
る
と
錐
も
化
し
て
入
る
る
能
は

　
　
ざ

る
な
り
。
（
前
出
⑩
『
易
伝
』
革
卦
上
六
）

と
い
う
よ
う
に
「
才
」
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
原
則
的
に
は
「
才
」
の
何
如
に
関
わ
ら
ず
上
智
へ
と
移
る
こ
と
が
可
能
で
あ
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る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
〈
変
化
気
質
〉
以
外
に
「
性
即
理
」
を
根
拠
と
す
る
方
法
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
逆
に
、
も
し
前
章
で
検
討
し
た
『
遺
書
十
八
』
⑧
、
『
遺
書
二
十
二
上
』
⑨
や
『
易
伝
』
革
卦
上
六
⑩
な
ど
に
用
い
ら
れ
た

「
才
」
を
「
気
質
」
に
置
き
換
え
る
な
ら
ば
、
直
ち
に
張
載
の
〈
変
化
気
質
〉
に
結
び
つ
き
、
「
気
」
に
対
す
る
工
夫
の
重
要
度
は
大

変
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

「
才
」
は
初
め
、
一
般
的
な
意
味
あ
い
で
用
い
ら
れ
、
思
想
表
現
の
た
め
の
十
分
な
彫
琢
を
経
て
い
な
い
。
「
気
」
と
は
直
接
連

続

し
な
い
、
本
来
別
の
原
理
の
も
の
を
「
性
善
」
と
「
気
の
清
濁
」
の
間
に
位
置
づ
け
て
、
張
載
の
く
変
化
気
質
V
論
へ
向
か
お
う

と
す
る
論
理
的
趨
勢
を
遮
断
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
「
気
の
清
濁
」
と
「
性
の
区
別
」
と
い
う
存
在
把
握
の
枠

組

み
の

下
で
は
、
張
載
の
〈
変
化
気
質
〉
論
は
伊
川
が
そ
れ
を
意
識
し
た
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
相
当
に
大
き
な
力
で
伊
川
の
思
想

に

浸
透
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
。
現
に
〈
養
気
〉
〈
変
化
気
質
〉
に
よ
っ
て
「
復
性
」
が
可
能
で
あ
る
と
解
し
得
る
発
言
が
あ
っ
た
し
、

又
、
「
学
」
と
〈
変
化
気
質
〉
と
の
結
び
つ
き
を
絶
と
う
と
す
る
姿
勢
の
窺
え
る
『
遺
書
二
十
二
上
』
に
於
い
て
猶
お

　
　
才
は
乃
ち
人
の
資
質
、
性
に
循
ひ
て
之
を
修
む
れ
ば
、
至
悪
と
難
も
勝
ち
て
善
と
為
す
べ
し
。
（
引
用
⑨
の
続
き
）

と
、
「
才
」
は
遂
に
殆
ど
「
気
質
」
の
言
い
換
え
に
な
っ
て
、
〈
変
化
気
質
〉
の
可
能
性
を
強
く
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
晩
年
の

自
著
『
易
伝
』
に
お
い
て
、
「
才
」
を
用
い
る
の
み
で
「
気
」
「
気
質
」
に
言
及
し
な
い
の
は
、
正
に
そ
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
伊
川
が
「
気
質
」
の
代
わ
り
に
「
才
」
を
用
い
た
こ
と
は
、
彼
が
張
載
の
〈
変
化
気
質
〉
論
を
否
定
し
よ
う
と
は
し
な
い
ま
で

も
、
逆
に
決
し
て
積
極
的
に
提
唱
し
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

四
　
「
性
即
理
」
の
確
立
と
〈
養
気
〉
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伊
川

に

は
、
壮
時
よ
り
「
理
」
に
対
す
る
思
索
と
信
頼
と
は
あ
っ
た
。
一
〇
七
七
年
の
張
載
と
二
程
と
の
「
洛
陽
議
論
」
の
記
録

で

あ
る
『
遺
書
十
』
で
は
、
二
程
の
言
葉
と
し
て
「
只
だ
理
を
窮
む
れ
ば
便
ち
是
れ
命
に
至
る
」
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、
一
〇
七
九

年
の

『
遺

書
二
上
』
（
東
見
録
）
の
「
一
物
の
理
は
即
ち
万
物
の
理
」
に
見
え
る
、
「
物
理
」
と
「
一
理
」
と
は
同
じ
で
あ
る
1
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
7
　

言

葉
で
言
え
ば
「
理
一
分
殊
」
－
と
い
う
よ
う
な
観
念
を
背
景
に
し
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
こ
こ
で
は
「
尽
性
」
が
触
れ
ら
れ

て
い

な
い
。
従
っ
て
、
「
性
即
理
」
の
テ
ー
ゼ
の
確
立
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
尽
性
」
を
埋
め
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
内
に
探
求

し
て
「
理
」
と
等
値
と
さ
れ
る
べ
き
「
性
」
の
発
見
・
確
立
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
伊

川
は
、
洛
陽
議
論
の
後
の
元
豊
中
（
一
〇
七
八
ー
八
五
）
の
『
遺
書
三
』
で
、
次
の
よ
う
に
「
性
」
を
二
つ
に
区
別
す
る
傾
向

を
示
す
。

⑪

孟
子
の

性
を
言
ふ
は
、
当
に
文
に
随
ひ
て
看
る
べ
し
。
告
子
の
「
生
を
之
れ
性
と
謂
ふ
」
を
以
て
然
ら
ず
と
為
さ
ざ
る
は
、
此

　
　
れ

も
亦
性
な
れ
ば
な
り
。
被
命
受
生
の
後
、
之
を
性
と
謂
ふ
の
み
。
故
に
同
じ
か
ら
ず
。
之
を
継
ぐ
に
「
犬
の
性
は
猶
ほ
牛
の

　
　
性
の

ご
と
く
、
牛
の
性
は
猶
ほ
人
の
性
の
ご
と
き
か
」
と
い
ふ
を
以
て
す
る
も
、
然
れ
ど
も
一
た
る
を
害
せ
ず
。
孟
子
の
善
と

　
　
　
　
　
　
ご
　
　
と

　
　
言
ふ
者
の
若
乃
き
は
、
乃
ち
極
本
窮
源
の
性
な
り
。

「
被
命
受

生
之
後
」
の
性
と
「
極
本
窮
源
之
性
」
と
の
区
別
は
、
後
に
は
「
性
（
一
作
気
）
質
之
性
」
や
「
所
稟
」
と
「
性
之
本
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

「
所
稟
之

性
」
と
「
性
之
本
」
、
「
所
稟
受
」
と
「
性
之
理
」
、
と
表
さ
れ
て
い
る
。
「
被
命
受
生
之
後
」
に
「
気
」
が
関
わ
る
か
ど
う

か

は
、
兄
程
顯
（
字
明
道
、
一
〇
三
二
～
一
〇
八
五
）
の
「
生
之
謂
性
」
の
理
解
を
参
考
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
遺
書
一
』
に
言

う
。
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生

を
之
れ
性
と
謂
ふ
。
性
は
即
ち
気
、
気
は
即
ち
性
、
生
を
之
れ
謂
ふ
な
り
。
人
生
ま
れ
て
気
稟
あ
り
、
理
と
し
て
善
悪
有
り
。

　
　
然
れ

ど
も
是
れ
性
中
元
と
此
の
両
物
相
対
し
て
生
ず
る
こ
と
有
ら
ず
。
幼
き
よ
り
し
て
善
な
る
者
有
り
、
幼
き
よ
り
し
て
悪
な

　
　

る
者
有
り
、
是
れ
気
稟
の
然
る
有
る
な
り
。
善
固
よ
り
性
な
り
。
然
れ
ど
も
悪
も
亦
性
と
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
蓋
し
生
を
之

　
　
れ
性

と
謂
ふ
。
「
人
生
ま
れ
て
静
な
る
」
以
上
は
、
説
く
べ
か
ら
ず
。
才
か
に
性
を
説
く
時
は
、
便
ち
已
に
是
れ
性
な
ら
ざ
る

　
　
な

り
。
凡
そ
人
の
性
を
説
く
は
、
只
だ
是
れ
「
之
を
継
ぐ
者
は
善
」
な
る
を
説
く
。
孟
子
、
性
は
善
な
り
と
言
ふ
は
是
れ
な
り
。

「
気
」
と
「
性
」
の
相
即
不
離
を
「
生
」
と
し
「
性
」
と
言
い
、
「
気
稟
」
に
よ
っ
て
善
悪
が
あ
る
と
す
る
。
伊
川
も
同
様
に
解
し
て

い

た

と
見
て
良
い
。
但
し
、
同
時
に
こ
こ
で
は
、
伊
川
と
明
道
と
の
違
い
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

明
道
の
性
説
は
告
子
の
「
生
之
謂
性
」
を
用
い
る
が
、
「
性
に
は
善
も
不
善
も
な
い
（
性
無
善
、
無
不
善
也
）
」
（
『
孟
子
』
告
子

上
）
と
し
た
告
子
の
価
値
的
に
中
立
な
ま
ま
の
概
念
で
は
な
い
。
「
人
生
而
静
」
以
上
、
つ
ま
り
先
の
伊
川
の
言
葉
で
言
え
ば
「
極

本
窮
源
之
性
」
に
つ
い
て
は
言
及
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
「
性
」
を
区
別
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
。
『
答
横
渠
張
子
厚
先
生
書
』
（
定

性

書
・
『
文
集
』
二
）
に
お
い
て
、
張
載
の
「
性
を
定
め
ん
と
し
て
未
だ
動
か
ざ
る
能
は
ず
。
猶
ほ
外
物
に
累
せ
ら
る
」
と
い
う
訴

え
に
、

　
　

所
謂
定
と
は
、
動
も
亦
定
ま
り
、
静
も
亦
定
ま
り
、
将
迎
す
る
無
く
、
内
外
な
し
。
筍
し
く
も
外
物
を
以
て
外
と
為
し
、
己
を

　
　
牽
き
て
之
に
従
は
ば
、
是
れ
己
の
性
を
以
て
内
外
有
り
と
為
す
な
り
。
・

と
答
え
て
い
る
。
明
道
は
張
載
の
分
析
的
な
こ
と
を
批
判
し
、
外
に
向
か
お
う
と
す
る
心
の
在
り
方
を
「
性
に
内
外
無
き
を
知
ら

ず
」
（
同
）
と
否
定
し
た
。
明
道
は
内
外
の
分
裂
の
な
い
状
態
を
理
想
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
「
内
外
両
忘
」
の
境
地

か

ら
す
る
、
「
廓
然
と
し
て
大
公
、
物
来
た
り
て
順
応
す
」
（
同
）
る
「
自
然
」
を
尊
ぶ
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
が
ま
ま
の
全
体
を
認
め
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〔
1
9
）

よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
明
道
の
思
想
に
あ
っ
て
は
、
「
窮
理
尽
性
」
に
お
い
て
も
「
元
と
次
序
無
し
。
窮
理
を
将
て
知
の
事
と

作
す

べ
か

ら
ず
」
（
『
遺
書
二
上
』
）
と
言
う
よ
う
に
、
次
序
と
対
象
知
的
認
識
は
廃
さ
れ
る
。
明
道
で
は
〈
理
〉
〈
天
理
〉
は
決
し
て

知
の
対
象
で
は
な
い
。

　

明
道
は
↓
〇
八
五
年
に
没
し
た
。
伊
川
は
一
〇
八
六
年
に
〈
変
化
気
質
〉
を
口
に
し
て
い
る
（
前
出
「
論
経
莚
箭
子
」
）
。
明
道
の

死
の

直
前
の
『
遺
書
三
』
で
、
伊
川
は
明
道
の
「
生
之
謂
性
」
を
「
所
稟
（
之
性
ご
「
被
命
受
生
之
後
」
と
し
、
更
に
そ
れ
と
は
別

に

「
極
本
窮
源
之
性
」
「
性
之
本
」
を
立
て
た
。
こ
れ
は
、
次
序
と
分
析
知
・
対
象
知
的
認
識
を
否
定
す
る
兄
明
道
と
決
を
分
か
ち
、

伊

川
が
そ
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
『
易
』
の
「
窮
理
尽
性
以
至
於
命
」
の
解
釈
に
於
い
て
も
そ
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
物
我
を
対
象
と
し
て
捉
え
、
そ
の
「
理
」
を
極
め
そ
の
「
性
」
を
尽
く
す
。
自
他
の
区
別
、
現
実
存
在
の

差
別
相
の
把
握
、
そ
こ
か
ら
「
一
」
な
る
も
の
へ
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
伊
川
の
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
答
え
る
の
が

「
性
」
の
区
別
で
あ
っ
た
。

　
伊
川

の

「
性
」
の
区
別
の
契
機
の
一
つ
と
し
て
、
や
は
り
「
洛
陽
議
論
」
に
於
け
る
張
載
の
次
の
指
摘
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
程
の

「
只
窮
理
便
是
至
於
命
」
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
か

⑫

子
厚

（
‖
張
載
）
謂
へ
ら
く
、
「
亦
是
れ
太
快
に
失
す
。
此
の
儀
侭
ご
と
く
次
序
有
り
。
須
是
ら
く
理
を
窮
め
て
、
便
ち
能
く

　
　
己

の

性

を
尽
く
し
得
ば
、
則
ち
推
類
し
て
又
人
の
性
を
尽
く
す
、
既
に
人
の
性
を
尽
く
さ
ば
、
須
是
ら
く
万
物
の
性
を
井
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
は

　

　
一
斉
に
尽
く
し
得
、
此
く
の
如
く
し
て
然
る
後
に
天
道
に
至
る
な
り
。
其
の
間
熟
だ
事
有
り
、
豊
に
当
下
に
理
解
し
了
る
こ
と

　
　
有

ら
ん
。
学
者
須
是
ら
く
窮
理
を
先
と
為
す
こ
と
此
く
の
如
く
し
て
、
則
ち
方
め
て
学
有
り
。
…
…
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
0
）

張
載

は
そ
の
間
に
己
の
性
・
人
の
性
・
万
物
の
性
の
存
在
・
次
序
を
示
し
、
更
に
は
「
類
推
」
の
重
要
性
を
も
指
摘
し
た
。
伊
川
は
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〈
窮
理
〉
の
万
能
を
信
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
張
載
の
こ
の
指
摘
や
そ
の
後
の
関
学
者
達
と
の
交
渉
が
、
元
来
主
知
的
で
あ
っ
た
彼

に
、
更
に
「
性
」
へ
の
分
析
的
反
省
を
深
め
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
理
」
の
側
で
は
既
に
二
物
の
理
は
即
ち
万
物
の

理
」
と
い
っ
た
捉
え
方
が
『
遺
書
二
上
』
に
窺
え
る
が
、
万
物
の
差
異
を
「
気
」
の
清
濁
や
厚
薄
に
帰
因
さ
せ
る
観
点
は
、
『
洛
陽

議

論
』
や
、
「
気
」
に
関
す
る
反
省
の
表
れ
た
『
遺
書
十
五
』
、
又
同
時
期
の
『
遺
書
三
』
な
ど
に
も
殆
ど
窺
え
な
い
。
そ
こ
で
、
伊

川
は
「
性
」
を
用
い
て
そ
れ
を
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
「
理
」
同
様
に
「
性
」
に
於
い
て
も
、
個
々
の
差
別
相
か

ら
、
そ
こ
か
ら
抽
象
さ
れ
る
本
来
の
も
の
、
或
い
は
個
別
性
を
捨
象
し
た
共
通
性
に
ま
で
遡
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
行
き
着
く
処
が

「
性
即

理
」
で
あ
り
、
『
易
』
の
「
窮
理
尽
性
以
至
於
命
」
の
解
釈
も
、
『
遺
書
十
八
』
で
は
次
の
よ
う
に
落
ち
着
い
た
。

⑬

窮
理
尽
性
至
命
は
只
だ
是
れ
一
事
。
纏
か
に
理
を
窮
む
れ
ば
便
ち
性
を
尽
く
し
、
纏
か
に
性
を
尽
く
せ
ば
便
ち
命
に
至
る
。

　
一
方
、
「
被
命
受
生
之
後
」
「
所
稟
（
之
性
）
」
を
気
稟
に
よ
る
個
別
具
体
の
性
と
し
て
立
て
れ
ば
、
そ
れ
は
張
載
の
「
気
質
の

性
」
に
相
当
す
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
「
極
本
窮
源
之
性
」
か
ら
疎
外
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
更
に
詳
し
く
探
求
さ
れ
る
。
こ

の

点

で

も
当
然
張
載
の
思
想
に
接
近
す
る
こ
と
に
な
り
、
「
気
の
清
濁
」
の
観
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
「
気

質
」
更
に
は
「
気
質
変
化
」
を
受
け
入
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
既
に
「
性
即
理
」
が
確
立
し
、
そ
の
「
性
即

理
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
修
養
の
実
践
に
及
ぼ
し
て
み
れ
ば
、
「
気
」
（
気
質
）
を
対
象
と
す
る
工
夫
は
重
要
度
が
落
ち
る
こ
と
に

な
る
。
「
性
即
理
」
を
根
拠
に
、
〈
窮
理
〉
に
よ
っ
て
「
性
の
本
」
を
尽
く
し
「
復
性
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
否
、
寧
ろ
逆
に
考
え
て
も
よ
い
。
伊
川
に
と
っ
て
重
視
す
べ
き
は
「
気
」
で
は
な
く
「
理
」
で
あ
っ
た
。
『
遺
書
三
』
に
言
う
、

⑭

又
語

り
て
太
虚
に
及
び
て
曰
く
、
亦
太
虚
無
し
、
と
。
遂
に
虚
を
指
し
て
曰
く
、
皆
是
れ
理
な
り
。
安
ん
ぞ
之
を
虚
と
謂
ふ
を

　
　
得
ん
。
天
下
理
よ
り
実
な
る
者
無
し
、
と
。
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既
に

『
遺
書
十
五
』
で
「
形
而
下
」
と
規
定
し
た
「
気
」
を
対
象
と
す
る
工
夫
で
は
な
く
、
「
実
」
な
る
「
理
」
を
対
象
と
す
る
工

夫
〈
窮
理
〉
こ
そ
「
復
性
」
の
た
め
の
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
た
と
き
、
「
性
即
理
」
は
そ
の
根
拠
と
し
て
要
請
さ
れ
た
テ
ー

ゼ
で
あ
っ
た
。

お

わ

り
に

　

伊
川
は
、
「
気
の
清
濁
」
「
性
の
区
別
」
を
取
り
入
れ
て
張
載
に
同
調
し
、
そ
こ
か
ら
強
力
に
浸
透
し
て
来
る
く
変
化
気
質
V
論
と

「
窮
理
に

よ
る
復
性
」
と
の
間
で
揺
れ
て
い
た
。
勿
論
〈
変
化
気
質
〉
も
認
め
て
は
い
る
が
、
最
終
的
に
は
、
そ
れ
を
経
由
し
な
い

「
窮
理
に
よ
る
復
性
」
を
よ
り
強
く
主
張
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
「
学
1
1
窮
理
」
の
「
復
性
」
に
於
け
る
価
値
が
よ
り
高
め
ら
れ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
何

故
〈
窮
理
〉
重
視
な
の
か
。
こ
の
問
題
に
正
面
か
ら
答
え
る
の
は
、
残
念
な
が
ら
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に
、
何

故
伊

川
に
於
い
て
〈
変
化
気
質
〉
が
〈
窮
理
〉
に
一
歩
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
。

　

「
性
の

淵
源
」
で
あ
る
「
太
虚
」
が
同
時
に
「
気
の
本
体
（
本
来
態
）
」
で
あ
り
、
気
が
形
を
と
る
（
気
質
を
な
す
）
こ
と
に
よ

っ

て
そ
の

性
が
疎
外

さ
れ
る
（
気
質
の
性
）
と
す
る
張
載
の
思
想
で
は
、
「
気
」
を
本
来
態
に
近
づ
け
る
こ
と
（
変
化
気
質
と
虚

心
）
は
「
復
性
」
の
た
め
の
決
定
的
な
工
夫
と
な
り
得
る
。
し
か
し
伊
川
は
、
最
も
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
張
載
を
拒
否
し
て
い
た
。

そ
れ

は
「
太
虚
」
で
あ
る
。
『
遺
書
十
五
』
に
表
さ
れ
た
気
論
は
、
「
気
」
を
「
形
而
下
」
と
規
定
し
、
気
の
本
源
と
か
本
来
態
と
か
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を
想
定
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
気
論
で
は
、
復
す
べ
き
本
来
態
・
本
源
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
「
気
」
を
対
象
と

す

る
工
夫
に
よ
る
の
で
は
、
元
々
た
ど
り
着
く
べ
き
目
的
地
は
無
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
遺
書
十
五
』
に
於
い
て
「
太
虚
」
論

へ
の

反
発

と
し
て
言
明
さ
れ
る
に
至
る
「
気
」
に
対
す
る
根
本
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
、
〈
復
性
〉
の
方
法
と
し
て
の
〈
窮
理
〉
の
絶
対

視

と
「
性
即
理
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
と
を
、
論
理
的
に
も
準
備
し
て
い
た
と
言
え
る
。

注（
1
）
拙
論
「
程
伊
川
の
“
気
”
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
中
国
思
想
史
研
究
』
第
十
六
号
、
京
都
大
学
中
国
哲
学
史
研
究
会
、
一
九
九
三
）
。
な
お
、
張

　
　
載
と
の
直
接
交
渉
で
あ
る
『
再
答
横
渠
先
生
書
』
と
『
洛
陽
議
論
』
の
検
討
は
前
稿
に
重
複
す
る
が
、
テ
ー
マ
に
鑑
み
て
不
可
欠
な
の
で
寛

　
　
恕
さ
れ
た
い
。

（
2
）
伊
川
と
張
載
と
の
思
想
的
交
渉
に
言
及
し
た
も
の
に
、
侯
外
麿
等
編
『
宋
明
理
学
史
』
上
巻
第
一
編
第
三
章
第
四
節
「
張
載
与
二
程
的
関

　
　
係
」
（
北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
）
、
鹿
万
里
『
二
程
哲
学
体
系
』
第
三
章
第
二
節
「
与
関
学
的
関
係
」
（
北
京
、
北
京
航
空
航
天
大

　
　
学
出
版
社
、
　
一
九
九
二
）
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）
張
載
の
「
勿
正
心
」
の
句
読
は
、
本
引
用
直
後
の
伊
川
の
「
当
以
『
必
有
事
焉
而
勿
正
』
為
句
、
心
字
属
下
句
。
」
を
参
照
。

（
4
）
太
虚
無
形
、
気
之
本
体
。
其
聚
其
散
、
変
化
之
客
形
爾
。
至
静
無
感
、
性
之
淵
源
。
有
識
有
知
、
物
交
之
客
感
爾
。
客
感
客
形
与
無
感
無
形
、

　
　
惟
尽
性
者
一
之
。
（
『
正
蒙
』
太
和
）
／
神
者
太
虚
妙
応
之
目
。
（
同
）
／
一
物
両
体
、
気
也
。
一
故
神
。
（
両
在
故
不
測
。
）
両
故
化
。
（
推
行

　
　
於
一
。
）
此
天
之
所
以
参
也
。
（
同
・
参
両
）
／
神
天
徳
。
化
天
道
。
徳
其
体
、
道
其
用
。
一
於
気
而
已
。
（
同
・
神
化
）
な
ど
。

（
5
）
木
下
鉄
矢
氏
は
、
「
（
大
人
の
）
「
心
」
が
自
然
な
る
過
程
の
裡
に
、
お
の
つ
か
ら
一
つ
の
「
神
」
と
い
う
性
格
を
帯
び
る
に
至
る
変
化
」
で
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あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
二
張
載
の
思
想
に
つ
い
て
ー
「
大
」
と
「
聖
」
ー
」
『
中
国
思
想
史
研
究
』
第
四
号
、
↓
九
八
一
、
同
二
二
五
か
ら

　
　
二
三

二
頁
）

（
6
）
『
易
』
の
「
閑
邪
存
其
誠
」
（
乾
卦
文
言
伝
九
二
）
に
拠
り
な
が
ら
、
〈
敬
〉
は
「
存
此
則
自
然
天
理
明
」
と
い
う
（
『
遺
書
十
五
』
）
な
ど
。

（
7
）
致
知
、
尽
知
也
。
窮
理
格
物
、
便
是
致
知
。

（
8
）
未
有
能
致
知
而
不
在
敬
者
。

（
9
）
『
外
書
』
十
二
に
「
有
人
説
無
心
。
伊
川
日
『
無
心
便
不
是
。
只
当
云
無
私
心
。
ヒ
と
あ
る
。

（
1
0
）
前
年
元
豊
八
年
に
即
位
し
た
幼
い
哲
宗
の
「
輔
養
の
道
」
を
論
じ
た
。
「
…
…
大
率
一
日
之
中
、
親
賢
士
大
夫
之
時
多
、
親
寺
人
宮
女
之
時

　
　
少
、
則
自
然
気
質
変
化
、
徳
器
成
就
。
…
…
」
こ
の
箭
子
に
つ
い
て
は
『
粋
言
』
二
君
臣
で
も
触
れ
て
い
る
。
元
祐
元
年
の
『
乞
六
参
日
上

　
　
殿

節
子
』
に
「
臣
窃
以
朝
廷
置
勧
講
之
官
、
輔
道
人
主
、
貴
止
講
明
経
義
。
所
以
薫
陶
性
質
。
」
同
年
の
『
上
太
皇
太
后
書
』
に
「
…
…
是

　
　
古
人

之

意
、
人
主
蹉
歩
不
可
離
正
人
。
蓋
所
以
酒
養
気
質
、
薫
陶
徳
性
。
故
能
習
与
智
長
、
化
与
心
成
。
…
…
」
（
と
も
に
『
文
集
』
巻

　
　
六
）

（
H
）
九
州
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
編
『
二
程
遺
書
索
引
』
に
よ
る
。

（
1
2
）
殆
ど
同
じ
主
旨
の
も
の
が
や
や
後
の
『
遺
書
十
九
』
に
も
見
え
る
。
『
遺
書
十
九
』
は
楊
時
の
長
子
楊
迫
字
遵
道
の
残
し
た
も
の
。
楊
迫
は

　
　
一
〇
八
二
年
に
生
ま
れ
、
伊
川
に
従
学
し
、
一
↓
〇
四
年
に
没
。
眺
名
達
『
伊
川
年
譜
』
で
は
『
遺
書
十
九
』
を
＝
〇
二
年
の
も
の
と
す

　
　
る
。

（
1
3
）
『
遺
書
二
十
一
下
』
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
気
有
善
不
善
、
性
則
無
不
善
也
。
人
之
所
以
不
知
善
者
、
気
昏
而
塞
之
耳
。
孟
子
所
以
養
気
者
、
養
之
至
則
清
明
純
全
、
而
昏
塞
之
患
去

　
　
　
臭
。
或
日
養
心
、
或
日
養
気
、
何
也
。
日
「
養
心
則
勿
害
而
已
、
養
気
則
在
有
所
帥
也
。
」

　
　
〈
養
気
〉
を
『
孟
子
』
の
「
性
善
」
の
把
握
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
質
問
者
の
発
言
が
、
弟
子
の
理
解
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、

　
　
少
な
く
と
も
そ
う
理
解
さ
せ
る
傾
向
が
伊
川
の
思
想
に
十
分
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
ち
な
み
に
『
遺
書
二
十
一
下
』
（
附
師
説
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後
）
は
、
胡
文
定
（
一
〇
七
四
ー
一
＝
二
八
・
楊
時
に
学
ぶ
）
の
家
に
伝
わ
る
語
録
か
ら
複
重
を
除
い
て
得
た
数
章
を
、
朱
子
が
「
其
の
辞

　
　
意
の

類
す

る
を
以
て
」
張
繹
の
記
録
し
た
師
説
『
遺
書
二
十
一
上
』
の
後
に
附
し
た
も
の
。
張
繹
、
字
思
叔
は
二
〇
〇
年
に
始
め
て
伊
川

　
　

に
従
学
し
、
一
一
〇
七
年
に
は
伊
川
の
祭
文
を
書
い
た
。
従
っ
て
朱
子
に
よ
れ
ば
『
遺
書
二
十
一
下
』
も
二
〇
〇
年
以
後
の
記
事
と
い
う

　
　
こ
と
に
な
る
。

（
1
4
）
唐
様
、
字
彦
思
編
。
＝
○
○
年
以
後
に
従
学
し
た
周
孚
先
・
周
恭
先
兄
弟
の
内
の
弟
恭
先
、
字
伯
温
の
語
が
多
い
こ
と
か
ら
、
挑
名
達

　
　
『
伊
川
年
譜
』
で
は
『
遺
書
二
十
二
上
』
を
一
一
〇
二
年
と
す
る
。

（
1
5
）
『
論
語
』
季
氏
「
生
而
知
之
者
上
也
。
学
而
知
之
者
次
也
。
」
『
孟
子
』
尽
心
上
「
尭
舜
性
之
、
湯
武
身
之
。
」
に
よ
る
。

（
1
6
）
朱
譜
に
拠
れ
ば
＝
〇
六
年
、
挑
譜
に
拠
れ
ば
一
一
〇
七
年
。

（
1
7
）
「
理
一
分
殊
」
は
、
一
〇
九
六
年
の
『
答
楊
時
論
西
銘
書
』
に
見
え
る
。

（
1
8
）
引
用
⑦
の
後
に
「
凡
言
性
処
、
須
看
他
立
意
如
何
。
且
如
言
人
性
善
、
性
之
本
也
。
生
之
謂
性
、
論
其
所
稟
也
。
」
（
『
遺
書
十
八
』
）
。
他
に

　
　
・
「
性
相
近
也
」
此
言
所
稟
之
性
、
不
是
言
性
之
本
。
孟
子
所
言
、
便
正
言
性
之
本
。
（
『
遺
書
十
九
』
）

　
　
・
「
生
之
謂
性
」
、
止
訓
所
稟
受
也
。
「
天
命
之
謂
性
」
、
此
言
性
之
理
。
（
『
遺
書
二
十
四
』
）

　
　
な

お
、
中
華
書
局
『
二
程
集
』
『
遺
書
十
八
』
の
「
性
質
之
性
」
は
、
清
同
治
十
年
（
一
八
七
一
）
徐
宗
痕
刻
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
明

　
　
弘
治
十
一
年
（
一
四
九
八
）
康
紹
宗
重
編
平
陽
陳
宣
河
南
刊
六
十
五
巻
本
『
二
程
全
書
』
巻
十
九
遺
書
巻
十
八
、
和
刻
影
印
近
世
漢
籍
叢
刊

　
　
思

想
編
用
万
暦
丙
午
三
十
四
年
（
一
六
〇
六
）
徐
必
達
六
十
八
巻
本
『
二
程
全
書
』
巻
十
九
、
正
誼
堂
全
書
本
『
二
程
語
録
』
巻
十
一
（
劉

　
　
元
承
手

編
）
で
は
「
気
質
之
性
」
と
す
る
。
一
般
に
「
気
質
之
性
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

　
　
ま
た
、
「
被
命
受
生
之
後
」
の
「
被
」
は
、
上
記
諸
本
い
つ
れ
も
「
被
」
に
作
る
。
『
二
程
集
』
の
み
「
彼
」
に
作
る
の
は
誤
植
か
。

（
1
9
）
ち
な
み
に
『
再
答
』
で
伊
川
と
張
載
と
の
間
で
問
題
に
な
っ
た
〈
養
気
〉
の
心
得
に
関
し
て
も
、
所
謂
「
識
仁
説
」
（
『
遺
書
二
上
）
に
お
い

　
　

て
、
「
万
物
一
体
の
仁
」
を
識
り
得
た
な
ら
ば
「
誠
敬
」
を
以
て
そ
の
境
地
を
保
つ
べ
き
こ
と
を
い
い
、
「
『
必
有
事
焉
而
勿
正
、
心
勿
忘
、

　
　
勿
助
長
』
、
未
嘗
致
繊
毫
之
力
。
此
其
存
之
之
道
。
若
存
得
、
便
合
有
得
。
」
と
、
「
自
私
用
智
」
を
廃
す
る
。
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（
2
0
）
張
載
に
は
「
窮
理
亦
当
有
漸
。
見
物
多
、
窮
理
多
。
如
此
可
尽
物
之
性
。
」
（
語
録
上
）
と
い
う
発
言
も
あ
る
。
『
遺
書
十
五
』
で
は
伊
川
も

　
　
「
理
」
つ
い
て
類
推
を
言
う
。
「
格
物
窮
理
、
非
是
要
尽
窮
天
下
之
物
。
但
於
一
事
上
窮
尽
、
其
他
可
以
類
推
。
…
…
所
以
能
窮
者
、
只
為
万

　
　
物
皆
是
一
理
。
至
如
一
物
一
事
、
難
小
、
皆
有
是
理
。
」
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